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匂いを繰り返し呈示し続けると嗅覚馴化が起こる。嗅覚馴化前と比較して同程度の匂いの刺激に対する知
覚強度が低下するといわれている（Kobayashi et al.,2008）。嗅覚馴化に関する研究は神経科学や生理
学において行われているが、これらの“嗅覚の慣れ”が他の刺激によってリセットされる(脱馴化)現象に
ついては未だに解明されていない（Stuck et al.,2014）。本研究では、匂い刺激の種類変化によって起
こる脱馴化の神経基盤を脳波(EEG)から解析する。具体的には、嗅覚の形成に関連する脳波や呼吸,心拍に
よる生理指標の測定から嗅覚脱馴化に関連する脳活動を特定する。右利きの健康な成年男女10名を対象と
して実験を行う。実験に先立ち嗅覚閾値の検査、鼻炎や花粉症などの既往歴に関する質問紙を実施した。
嗅覚検査では、Aroma Shooter®2（Aroma join）を用いて匂い刺激を呈示し、正常に匂いを認識できるか
確認した。また、嗅覚閾値に関して上昇系列法(ascending series)を実施した。実験は嗅覚刺激試行、脱
馴化試行によって構成された。嗅覚刺激試行は、3秒間の嗅覚刺激呈示と3秒間の主観的嗅覚強度に関する
評価の合計6秒間である。脱馴化試行は、嗅覚刺激試行とは異なる種類の匂いを用いる脱馴化刺激を3秒間
呈示し、続く3秒間で主観的嗅覚強度を評価させた。全ての嗅覚刺激では同じ種類の匂いを同程度の強度
で呈示した。実験参加者は嗅覚刺激、脱馴化刺激の呈示中の3秒間に吸息、主観的嗅覚強度評価の3秒間で
吐息をする統制呼吸 (図1)を行うように指示された。全ての参加者は統制呼吸、嗅覚刺激、主観的嗅覚強
度評価の練習を十分に行なったのちに、実験へと参加した。嗅覚刺激試行を40回繰り返し行なったのち
に、脱馴化試行を1回行う合計41試行 (246秒間)を1セットとし、これを40セット繰り返し実施した。各セ
ットの間には10秒間のインターバルが設けられた。実験期間中、全ての参加者は、脳波計（Active II 64 
ch, Biosemi）,呼吸計（ウェルネー・スリープ）,心拍計（Polar H10）を装着した。1名の被験者から得
られた主観的嗅覚強度の結果をもとに、時間経過と繰り返しによる感覚強度の変化を解析した (図2)。同
一強度の嗅覚刺激に対する主観的感覚強度が低下する傾向が観察され、嗅覚馴化の観測を可能にする。さ
らに嗅覚刺激試行と異なる種類の匂いによる脱馴化刺激試行 (図2, 41試行目)によって、馴化した嗅覚強
度の回復が見られた。そこで、本研究ではEEG信号源推定により、嗅覚馴化状態と脱馴化状態の全脳活動
を比較し、特異的な神経活動と同定する。加えて、得られた心拍数から心拍変動解析を行い、嗅覚馴化に
伴う主観的嗅覚強度の変化と自律神経活動との相関を検討する。連続した40回の嗅覚刺激試行の時間効果
によって嗅覚強度が低下した。その後、脱馴化試行によって嗅覚刺激試行と異なる種類の匂いでの刺激に
より、低下した主観的嗅覚強度が回復した。この時、回復する主観的感覚強度はベースラインレベルまで
は回復しないことが推察される。(図2)さらに、嗅覚刺激試行を繰り返すことにより、脱馴化試行による
主観的嗅覚強度の回復レベルが低下し、嗅覚疲労が引き起こされる可能性がある。今後の研究では、繰り
返しの嗅覚刺激呈示と異なる種類の香りによる嗅覚脱馴化時の脳波の測定から、嗅覚脱馴化の特異的な脳
活動の特定を目指す。また、本研究は、ヒトにおける嗅覚馴化,脱馴化における新たな知見を提供するも
のであり、ヒトの嗅覚システムの理解への貢献が期待できる。 
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